
竹林の保全活動（たけのこ掘り） 
 

谷本小学校には竹林があります。竹林は放置すると、 

竹が繁茂し、竹がやせ細ったり、拡大分布し既存の木々 

の成長を妨げたりします。 

そのため、毎年６年生の子どもたちが竹林の保全のた 

めにたけのこ掘りをしています。いつも手入れをしてい 

る技術員さんにやり方を聞きながら活動をしました。 

今年は地域のＪＡの協力もいただきながら販売から寄 

付活動へつなげることができました。 

子どもたちが活動に取り組みながら、竹林の保全という課題の解決、社会参画や地

域貢献について考えることのできる機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

安心して学べる学校づくり 
校長 高橋 哲雄 

 

お子様のご入学、ご進級から１カ月、ご家庭での様子はいかがでしょうか。子どもたち

は新しい環境で、しっかりと前を向いて過ごしていますが、少し疲れが出てきたり、新し

い人間関係の中で課題が生じてきたりする時期でもあります。子どもたちは、これらを乗

り越えることで、少しずつ自立し、社会性を育んでいきます。お子様の将来を見据え、子

どもたちを見守っていただき、学校と家庭がよく協力しながら「チーム谷本小学校」で子

どもたちを育てていきたいと思います。 

谷本小学校では、昨年度から校内の重点研究として「子どもの社会的スキル横浜プログ

ラム」（子どもの社会性や自尊感情を育て、あたたかな学校・学級風土づくりや子ども理解

を目指す指導プログラム）に取り組んでいます。この取組を通して、温かな学校風土を醸

成するとともに、子どもたちが問題や課題に直面した時に効果ある対処法を選択し、自分

で解決していく能力などの「社会的スキル」を身につけていくことを目指しています。 

今年度初めての全校での朝会では、横浜プログラムの中の「手拍子チームワーク」とい

う活動をしました。全校児童でリズムを合わせて手拍子をする活動を通して、みんなで心

を一つにする楽しさを体験しました。１年生からは「校長先生、朝会でまたやりたい。」と

いう声をかけられました。みんなで一緒に、というよい経験になったのだと思います。先

日の授業参観でも横浜プログラムの活動に取り組んだ学年、学級もありましたので、雰囲

気を感じ取っていただいた保護者の方もいらっしゃると思います。年間を通して、教育課

程に位置付けて取組を進めていきたいと考えています。 
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